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中皮は中旺葉性 の被覆細胞層で あ る。通 常は扇平 ，
多角形 の細胞から な り ， 連続的 な層 を形成 す る 。 し

か し ， そ の細胞形態は部位に よ り （ Barad i& Ho pe , 

1964） ， また環境条件に よ り （ Ts il ibar y & Wiss ig, 
198 3）著明に変化 し ， 時には細胞層 と し て の連続性

が失わ れ る こ と すら あ る （ Lea k& Ra hil, 1978 ） 。 我

々 の教室では従来発生学的立場 から中皮 を扱 っ てき
た が， 最近 ， 構 造 と 機 能に関 し て若干 の成果 を得た 。
発生学的知見は別 の機会に紹介 す るこ と と し て ， 本

稿ではゲッ 歯類（マウス， ラ ット， ゴールデン ・ ハ

ムスタ ー ） 中皮 の形態学的側面 ， 殊に そ の不連続性
に焦点 を絞 っ て述べ る 111。

1 . 心膜 ・ 壁側胸膜

心膜は二層 の中皮 と ， そ れらに挟 ま れた 結合組織
から な る 。一層 の中皮は心膜腔に ， もう一層 の中皮
は胸膜腔に面 し てい る 。即ち ， こ こ でいう心膜は

ple uro per icard ial mem brane と し て の形態 を示 し
てい る。ヒトに限らず ， ゲッ歯類 の心膜は連続的 で，

い か な る不連続部 も含 ま ない（ Sta ubesand & Sch ­

m idt , 1960） と 信 じら れ てきた。し か し ， 我々 の 結
果は こ れ を支持 し ない。三種 の動物 のいず れにおい

て も心膜は小円形に打ふち抜か れ てい る （ Fig. 1, 2）。

こ の小円形部 （以下 pore と 呼 ぶ ） は広 く 心膜に散在
し ， 個体に よ り 異 った分布 を示 し てい る 。 動物種 ，
個体 の違いに関係 な く pore が常在 す る 部位は左側

の pre ca va rn近傍で あ る 。 pore は概ね50µm 以下 の
径 を有 し ， 心膜腔は こ れ を介 し て胸膜腔 と 交通 し て
い る （ Fig. 3）。 左右 の胸膜腔は大部分 こ の心膜， 及
び内包 す る心臓に よ っ て隔 てら れ てい る が， 一 部で
は胸膜その も のに よ り 隔 てられてい る。Mixter (1941 )  

はこの部を re tro ca rd ia cme dias tina l ple ura と呼び，
無 数 の円形小孔 の存在 を報告 し てい る 。我 々 の観察

は こ れ を支持 す る 。 以 上の 結果から， ゲッ歯類にお
い ては胸郭内 の三 つ の腔 （左右 の胸膜腔 と 心膜腔 ）
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は各々閉鎖 した腔ではな く ， pore を介 し て の交通 が

可能 な腔で あ る と い え る。

心膜腔に面 す る中皮 と 胸膜腔に面 す る そ れ を微細

構 造 から区別 す る こ と は困難で、 あ る 。 両者は と もに
扇平 で微繊毛の少 ない細胞から な る （ Fig. 4） 。 隣接

す る 細胞 の な す間隙は短 かし 細胞問 結合部は更に
短 かい 。 よっ て ， 細胞どう し の つ な が り を充分観察

す る こ と はでき ない が， 時 々 o uter lea flets の fu­

s ion を思わせ る 像 が得ら れ る （ Fig. 4, inset ）。二層 の
中皮は， pore の周縁 を まわ り こみ， 互いに連続 し合

う。通常， 中皮 の不連続部 という場合 ， そ の部に 結
合組織やリンパ管小干し が露出 す る （ Lea k & Ra hil, 
1978 ; Shino hara et a l. ,  198 5  ; 198 6） 。 こ の点 ， J心膜

中皮 の不連続部は趣き を 異に す る 。

pore が心膜に存在 す るこ と ， こ れ を 介 し て心膜腔

と 胸膜腔 が交通 す る こ と は新 しい知見で あ る 。 し か

し 心膜 の連続性， 換言 すれば心膜腔 の閉鎖性が余
り に も固定観念化 し てい る 為に， pore が人工産物で

はない か と の疑念 がつき ま とう。微分干渉顕微鏡下

で観察 した心膜 の新鮮伸展標本（ Fig. 1） におい て

po re の存在が確認でき る こ と は人工産物 の可能 性 を
否定す る。前述（Mixter , 1941） の如 く ， pore の存在

自体は既に胸膜におい て知ら れ てお り ， 大綱に も 存
在 す る （ Carr , 1967 ; Mirono v e t  al . ,  1979）。我 々 の

観察では心膜， 胸膜， 大綱 の pore はそ の基 本的構

造におい て著明 な差 異 を示 き ない 。 pore は故に ，
中皮 がつ く る 一般形態 の一 つ で あ り ， 心膜におけ る

存在は何等奇 異 で、はない。

残念乍ら現在， 心膜におけ る pore の存在 がい か な

る機 能的意味 を有 す る か， 不明で あ る 。pore を 介 す
る 三 つ の腔 の交通は， 例えば感染 の 際， 感染拡 大の
／レート を与 え る こ と と な り ， 生体防御上明ら かに不

利であ る 。 心膜や胸膜には 多数の free cell の集団
m il ky spot (Ra nvier , 18 74）ーがあ る（ Fig. 2 m il ky 
spot は リンパ球 ， マクロ ファージ等 から な り ， こ れ



篠 原 治 道

ら の細胞 は腔内 を遊て し ， 異物に対 し反応 す る （ Mi ­

rono v et al . ,  19 79 ） 。 一つ の腔に感染が生 じた場合 ，
他 の腔 か ら の free cel l の増援 が po re を 介し て速
やかに行わ れ る で あろつ こ と は容易に想 像 でき る 。

即ち， po re の存在 は もっ一方 で生体防御 上 の利点
を有 し てい る 。 こ の点 を含め， po re の果た す役割

に 関 し て は将来の研究課題 であ る 。

2 . 腹 膜

(A) 横隔膜

Mac call um (19 03） に よ れば横隔膜 の中皮直下に
は 無 数のリンパ管 が存在 し ， 互いに 連絡 し て ple x us
を形成 す る 。 こ れ ら の リンパ管 は小孔 （ stomata ） を

有 し ， そ の開口 部 は中皮 の欠損 部に一致 す る （ Rec ・
kling ha usen , 18 63 ; Lea k  & Ra hi l , 19 78 ） 。 即ち，

中皮 の欠損 部は腹腔 と リンパ管腔 を 結ぶ通路 をな し ，

腹腔内液成分 は横隔膜 の呼吸 運動に呼応 し て リンパ
管内へ流 入 す る （ Bettendo r f, 19 78 ） 。

我 々 の一 連 の観察に よ れば横隔膜 の中皮 は二種類
の細胞 か らな る 。 一つ は心膜中皮 と同 じ扇平 ， 多角
形 の細胞 であ り ， も う一つ は椀 を伏せた よ うな形状

の 立方体細胞（3） で あ る 。 肩平細胞 は極め て 連続的な
中皮層 を形成 す る 。 こ れに対 し ， 立方体細胞 は しば し
ば円形 ， あ るい は不整形 の被覆欠損 部 を形成 し ， 不
連続な中皮層 をつ く る 。 こ の欠損 部におい て は ， 中
皮下 の 結合組織 が露出 し てい る か （ Fig . 5), リンパ

管小孔 が開口 す る か （ Fig . 6） のいず れかで、 あ る 。 つ

ま り ， 立方体細胞に よ る被覆 は リンパ管小孔 の開口

に必要な条件 の よ うに思わ れ る 。 教室 の福尾に よ れ
ば， 立方体細胞 は定型分布 を示 す という 。 横隔膜 を

大雑把に躍中心 部 と筋周辺 部に分け る と ， 立方体細
胞 は両部 の境界領域に頻出 す る 。 リンパ管小孔 の開

口もこ の領域に分布 す るこ と が 多い 。

( B ) 卵巣嚢
卵巣嚢 は主 と し て卵管間膜か ら発生 し （ Mossman

& D uke , 19 73） ， 卵巣 を包み こ む直径 3 - 4 mm の袋

であ る 。 動物種に よ り発達 の程度が異 り （ Bec k, 19 72), 

ヒト では痕跡的 で あ る 。 嚢内腔面 を覆う中皮 は横隔

膜 と同 様， 二種類 の細胞 か らな る 。 立方体細胞に よ

っ て被覆さ れ る 部位に は円形 ， あ るい は不整形 の欠
損 部 があ り ， 中皮下 結合組織やリンパ管小孔 の開口

が観察 き れ る （ Fig. 7) 。 即ち ， 卵巣嚢内腔面 を被覆
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す る 中皮 は横隔膜中皮 と 著 しい類似 を示 す 。 横隔膜

中皮細胞 は細胞問 結合 の脆弱性に加 え ， 呼吸に伴な
う横隔膜 の 運動に よ っ て剥落 し ， 結果 と し て中皮下
結合札識 が露出す る と考 え ら れてい る （ Lea k& Ra hi l , 

19 78 ） 。 Na katani et al . (198 7） は こ の記 載に注目 し ，

卵巣嚢中皮 の細胞間 結合 を観察 した 。 そ の 結果， 卵
巣嚢中皮細胞におい て も 細胞間 結合 は脆弱で、 あ り ，

更に排卵に伴なう卵巣嚢 の物理的変化 が加わ っ て 中
皮細胞 の剥離 が生ず る と推論 し てい る。最近 ， リン

パ管小孔 の開口 が発生 の案外遅い時期に起こ り ， そ

の完成 は 多 く の場合卵巣嚢 の機 能発現以降 （ ＝排卵
開始以降） で あ る こ と が明 ら か とな った （ Shino ha ­

ra et a l. ,  198 7）。こ の事実 は横隔膜におけ る リンパ

管小孔開口 のタイ ミング を推定 す る 上 で大変示唆に

富 む も の と 思わ れ る 。

中皮に よ る被覆 は 様 々な形態 の不 連続部 を含み，

上皮 と は 大いに 異 る 。 そ れ は恐 らし 中皮 が体腔 を

境 す る のに対 し ， 上皮 は体表 を境 す る こ と と 無 縁 で

はなさ そう で あ る 。 未解 決の問題 を 多 く 残 し て はい
る が， そ れ は将来の楽 しみ と したい 。

終 り に本稿執筆 の機 会 を 与 え て戴いた富山 医科 薬
科 大学 医学 会の諸氏に感謝致 し ま す 。 本会の更な る
発展 を願いつつ欄筆致 し ま す 。
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（注）
(1) 材料 と 方法に関 し ては， 参考文献（＊） を参

間
(2) Maga lhaes (1 968 ）に よ る 用語 であ る 。 左側

の V. ca va s up. に相当 す る 。
(3 ) c uboida l ce ll 

写真説明

Fig. I マウス心膜 ， 新鮮伸展標本。 ノ マルス

キー干渉顕微鏡 。 ×100 

Fig. 2 ゴールデン ・ ハムスター心 膜 。 mi lky

spot （矢印） が観察 きれる 。 × 1 00 
Fig. 3 ラット心膜。 胸膜腔（Plc），心膜腔（Pcc）。

矢印は po re に よ る 交 通 を示 す 。 ＊は mi lky spot。
×1000 

Fig. 4 マウス心膜。 ×6000。Inset , ×20000 

Fig. 5 ラ ット横隔膜。 矢印は結合組織 の露出部。
×4500 

Fig. 6 ハムスター横隔膜。 矢印はリンパ管小孔

の開口 部。 ×4000 

Fig. 7 ノ、ムスター卵巣轟。 矢印はリンパ管小孔

の開口 部。 ×800 
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